
「積算参考資料」の取り扱いについて 

 

１．目的 

 「積算参考資料」は、工事の入札契約に際して適正な競争の確保に向けて、入札参加者

が適切かつ迅速に見積を行うことが可能となるよう、対象工事に係る競争参加有資格者

等に配付するものである。 

 

２．「積算参考資料」の取り扱いに関する留意事項 

（1）「積算参考資料」は、入札参加者が適切かつ迅速に見積を行うために参考として供する

者であり、工事請負契約書第１条（総則）で規定する設計図書ではない。 

 

（2）「積算参考資料」は、工事請負契約上、発注者、受注者の双方を拘束するものではない。 

 

（3）「積算参考資料」の内容について、入札に係る質問書の提出期限までの間に、設計図書

と積算参考資料に齟齬があるなど、入札参加者が見積を行う際に疑義が生じた場合には、

他たちに発注者に通知するものとする。 

 

（4）発注者は、上記に係る通知を受けた場合は速やかに内容を確認し、確認の結果、「積算

参考資料」の修正又は補足説明を要する場合は、西原町ホームページ等で公表する。 


